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申 請 の 概 要 (1/2)

1.申請の目的

サフィールホテルズ株式会社は、大分県由布市湯布院町において、新築ホテルの建設を計画

している。

本計画に伴い、特定施設に該当するちゅう房施設、洗たく施設及び入浴施設を設置すること

から、瀬戸内海環境保全特別措置法第 5条第 1項の規定により、特定施設設置許可申請を行う

ものである。

2.特定施設の種類及び数

66の 3 旅館業

イ ちゅう房施設    l基
口 洗たく施設     1基
ハ 入浴施設     30基

(客室露天風呂 21,客室ユニットバス 2,客室水風呂 2,スパエリア 5)

3.汚水処理施設

(1)処理方式 :凝集剤添加型膜分離活性汚泥方式 (N仕様)

(2)計画処理人員 :210人 ×1基

(3)計画汚水量 :日 最大汚水量  94.O m3/日

(浄化槽排水 :42.O m3/日 ,温泉排水

日平均汚水量  57.2m3/日

(浄化槽排水 :34.O m3/日 ,温泉排水

52.O m3/日 )

23.2m3/日 )

4.当該申請に係わる排出水の汚濁負荷量等について

【設置後の汚濁負荷量 】

※負荷量は最大排水量と通常水質から算出した。

※水質は排水口No l～ 2の加重平均値

排水口
区 分 排水量・水質

設置後の負荷量(kg/日 )

通 常 最 大

全

手l,

出

水

排水量

(m3/日 )

572 940

pH 58-86 58-86

BOD
(mg/L)

100 155 094

COD
(mg/L)

239 300 225

SS

(mg/L)
219 245 206

大腸菌数

(CFU/mL)
380 490

T―N

(mど/L)
100 128 094

T―P

(mg/L)
14 18 013



申 請 の 概 要 (2/2)

【排水口No.1に おける排出水の状態 (温泉排水)】

※負荷量は最大排水量と通常水質から算出した。

【排水口No 2に おける排出水の状態 (浄化槽排水)】

※負荷量は最大排水量と通常水質から算出した。

排水口
区分 排水量・水質

設置後の負荷量(kg/日 )

通 常 最 大

排水回

No l

排水量

(m3/日 )

232 520

pH 58-86 58-86

BOD
(mg/L)

100 200 052

COD
(mg/L)

150 300 078

SS
(mg/L)

100 200 052

大腸菌数

(CFU/mL)
800以 下 800

T― N

(mg/L)
100 150 052

T― P

(mg/L)
20 25 010

排水口
区分

項 目

排水量・水質
設置後の負荷量(kg/日 )

通 常 最 大

排水口

No 2

排水量

(m3/由 )

340 420

pH 58-86 58-86

BOD
(mg/L)

100 100 042

COD
(mg/L)

300 300 126

SS
(mg/L)

300 300 126

大腸菌数

(CFU/mL)
100 100

T― N

(mg/L)
100 100 042

T― P

(mg/L)
10 10 004

(注)勲 目的鵞弊読如訣 汚榊理醜穀割部朝iる時隷剪腰]こついて秒uiるとともほ つ        こ

ついてlよ 概要を記入し なるべく排水日ごとに羨にまとめること



特 定 事 業 所 の 概 要

資本金 1,000万円 従業員 30人 業種
宿泊業 旅館・ホテル

(日 本標準産業分類番号 :

75H)

主要生産

品目及び

月生産量

宿泊定員  : 42人

主要原材料

の品日、

用途及び

使用量

・米
・野菜
。その他

1

6.O kg/日

6.O kg//日

6.4 kg//日

朝食・夕食提供用

朝食・夕食提供用

朝食・夕食提供用

特定施設

の種類

及び数

66の 3 旅館業

イ

ロ

ハ

ちゅう房施設

洗たく施設

入浴施設

1基
1基

30基

作業

工程

排水

処理

の

方法

及び

その

系統

図

<浄化槽設備>

排水処理方法 : 凝集剤添加型膜分離活性汚泥方式 (N仕様)

処  理  水 :排水口No.2か ら暗渠へ放流

<〕F水処理フロー >

流 入

循
遅

凝集斉」

放 流 搬 出

担当者 株式会社計画技術研究所  村田 靖彦   TEL 03-5H72668

(注)申請前と申請後で上記が異なるものについては、申請前及び申請後に分けて記入すること。



1 許可申請の概要

(1)特定施設設置の理由及び内容

サフィールホテルズ株式会社は、大分県由布市湯布院町において、新築ホテルの建設を計画し

ている。

本計画に伴い、特定施設に該当するちゅう房施設、洗たく施設及び入浴施設を設置することか

ら、瀬戸内海県境保全特別措置法第 5条第 1項の規定により、特定施設設置許可申請を行うもの

である。

2 工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水日の位置及び数

(1)排水経路並びにJI水回の位置及び数

拶F水 経 路 :「別図 2」 のとおり

排水日の位置 :「別図-2」 のとおり

排 水 日の 数 : 2

(2)排水系統及び排水経路の略図

0  520 520 52

42 0    42

2 20

181

42 0

42 0 0

181

通常の値

排水日No l

(水路へ放流)

入浴施 設

(客室露天)

(ス パ露天)

温泉井戸 貯湯槽 50050

そ の他

(ス パ足湯)

貯水槽 ちゅう房施設上水道

合併浄化槽
排水回No 2

(暗渠へ放流)

606

洗たく施設
101

入浴施 設

(ユニットバス)

(水 風呂)

(ス パ寝湯×2)

(ス パ水風呂)

(ス パつぼ湯)

169 69

し尿雑排水等

-1-

最大の値



3 工場・事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値、

当該排出水の1日 当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

<り,水口No.1>

排

水

口

区分

項 目

設置後 負荷量・水量の

増 減水量・水質 負荷量

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

キ,F

水
ロ

No l

排水量

(m3/日 )

232 520 +232 +520

pH 58-86 58～86

BOD
(mg/L)

10 20 023 052 +023 +052

COD
(mg/L)

15 30 035 078 +035 +0_78

SS
(mg/L)

10 20 023 052 +023 +052

大腸菌数

(CFU/mL)
800以下 800

T― N

(mg/L)
10 15 023 052 +023 +052

T― P
(mg/L)

20 25 005 010 +005 +010

<〕:水口No.2>

排

水

口

区分

項 目

設置後 負荷量・水量の

増 減水量Ⅲ水質 負荷量

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

|,I

水
口

No 2

排水量

(m3/日 )

340 420 +340 +420

pH 58'Ψ 86 5,8´ψ86

BOD
(mg/L)

10 10 034 042 +034 +042

COD
(mg/L)

30 30 102 126 +102 +126

SS

(mg/L)
30 30 102 126 +102 +126

大腸菌数

(CFU/mL)
100 100

T一 N
(mg/L)

10 10 034 042 +034 +042

T― P
(mg/L)

10 10 003 004 +003 +004

最大負荷量(kg/日 )=最大排水量(m3/日 )X通常水質(mg/L)X103

通常負荷量(kg/日 )=通常排水量(m3/日 )× 通常水質(mg/L)× 103
※
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<全 排出水 (水質は排水口No.1～ 2の加重平均値)>

排

水

ロ

区分

項 目

設置後 負荷量t水量の

増 減
水量・水質 負荷量

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

全

排

出

水

排水量

(m3/日 )

572 940 +572 +940

pH 58-8,6 58-86

BOD
(mg/L)

100 155 057 094 +057 +094

COD
(mg/L)

239 300 137 225 +137 +225

SS
(mg/L)

21 9 245 125 206 +125 +206

大腸菌数

(CFU/mLl
380 490

T― N

(mg/L)
100 128 057 094 +057 +094

T― P

(mg/L)
14 18 008 013 +008 +013

※
最大負荷量(kg/日 )=最大排水量(m3/日 )× 通常水質(mg/L)X103

通常負荷量(kg/日 )=通常排水量(m3/日 )X通常水質(mg/L)X103
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4 工場又は事業場の排水日の周辺の公共用水域について定められている水質

汚濁に係る環境基準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項

(1)人の健康の保護に関する環境基準

項   目 基  準  値 項    目 基  準  値

カ ドミウム 00034g/L以下 1, 1,2-トリクロロエタン 0 006ng/L以下

全シアン 検出されないこと トリクロロエテレン 0.01mgん 以下

鉛 0.01mgん 以下 テトラクロロエテレン 0.01Ⅲg/L以下

六価クロム 0.02mg/L以下 1,3-プ クロロフ
°
ロギン 0002Ⅲ8/L以下

砒素 0.01皿g/L以下 チウラム 0 006ng/L以下

総水銀 0000袖g/L以下 シマジン &003mg/L以 下

アルキル水銀 検出されないこと チオベンカルブ 0,02ng/L以下

PCB 検出されないこと ベンゼン 0 01ⅢyL以下

ジクロロメタン 0,02皿g/L以下 セレン 0.01Ⅲg/L以下

四塩化炭素 0.002皿 g/Lワ火￢F 硝駿性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg/L以下

1,2-シ
｀
クロロエタン 0.004Ⅲ g/L以下 ふっ素 0.8Ⅲ g/L以下

1, 1-シ
｀
クロロエチレン 0.lⅢ g/L以下 ほう素 1皿g/L以下

シスー1,2-シ
｀
クロロエチレン 0.04mg/L以 下 1,4ジ オキサン 0.05Ⅲ9/L以下

1, 1, 1-ト リクロロエタン 148/L以下

備考)海域については、ふっ素及びほう素の基準は適用しない。

(掛  生活環境の保全に関する環境基準

ほ)その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標

① ダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準

ダイオキシン類 l pg―TEQ/L

排出先の河川、海域名 大分川水系 大分川

環 境 基 準 点 大分川 天神橋

環 境 基 準 類 型 A

基

準

値

水 素 イ オ ン 濃 度 6.5以上 8.5以下

生物化学的酸素要求量 lmg/L) 2以下

化学的酸素要求量 価g/D

浮 遊 物 質 量 lmg/D 25以下

溶 存 酸 素 量 llng/D 以上

大 腸 菌 数 (CFU/100mL) 300以下

n―ヘキサン抽出物質 (油分等)(mg/Ll

全  窒  素 (mg/Ll

全 ″韓(mg/L)

② その他

-4-



5 周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺

公共用水域の水質の変化の程度

(1)周辺公共用水域の水質の現況 (河川域)

測定月日 令和 8年 5月 7日 ～ 令和 8年 5月 21日 (2回 )

測定分析機関名 タナベ環境工学株式会社

河川名
水路

(排 水口直下流)

測定点名 St l

水

質

の
現
況

月 日 Π寺亥」
流量

(凪

3/日
)

pI BOD

(mg/L)

COD

(ng/L)

SS

(■g/L)

大腸菌数
(CFU/100皿 L)

T― N

(皿 g/L)

T― P

(ng/L)

D 0

(ng/L)

令和8年

5月 7日

9:26 527 76 123 96 5 5800 656 1 44 39

12:48 276 80 26 29 〈1 660 163 0396 56

15i43 276 79 50 50 3 3,300 4 49 0 881 36

平 均 360 66 58 3 3,300 423 0906 44

令和8年

5月 21日

9:48 708 80 28 47 2 970 275 0 434 47

12:46 380 77 15 35 2 5,100 88 0363 49

15:40 484 77 21 49 3 30,000 4 04 0686 48

平 均 524 21 44 2 12,000 2 89 0 494 48

総平均 442 76～ 80 44 51 3 7 700 356 0700 46

将来水質
(観測流量時)

5.4 8.4 6 4.69 0 823

将来水質
(低水流量時)

4.5 7.0 5 3.91 0,686
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河川名
大分川

(水 路合流後)

測定点名 St 2

水

質

の
現

況

月 日 時 刻
流量

(皿
3/日

)

pH BOD

(lllg/L)

COD

(ng/L)

SS

(ng/L)

大腸菌数
CFU/100mL)

T― N

(皿 g/L)

T― P

(■ g/L)

D 0

(lllg/L)

令和8年

5月 7日

9Ⅲ 20 38, 100 76 14 14 4 4,000 1 03 0 169 77

12:38 30,500 76 1 1 16 3 960 34 0196 80

15:34 28,800 76 14 18 4 7000 23 0201 78

平 均 30,800 1 3 6 4 4,000 120 0 189 78

令和8年

5月 21日

9:40 33 200 75 1 1 20 3 2,600 04 0191 6 1

12138 36,600 75 15 23 4 11500 103 0 172 67

15:30 35,700 75 1 4 24 3 2,600 122 0198 63

平 均 35,200 13 22 3 2,200 110 0 185 64

総平均 33 000 75-76 13 9 4 3,100 115 0 187 7

将来水質
(観 測流量時)

1,3 2.0 4 1. 18 0.190

将来水質
(低水流量時)

1.0 6 3 0,95 0. 154

-6-



確)そ の他当該水域に関する事項

特になし

偲)予測の方法

① 汚濁負荷量の増加の有無  (有)

② 〕1出水の公共用水域での影響範囲

(河川域)

河川域における周辺公共用水域の範囲は、排水口直下の河川の低水流量が排水量の 100

倍未満の場合、排水日から河口までの間にある地点で低水流量が排出水の 100倍以上とな

り、河川水と排出水とが十分に混合し一様な水質に達すると予想される地点までとされて

いる。

低水流量換算については、国土交通省の流量観測地点である大分川本川の同尻における

調査 日の流量と直近 5ヶ 年の低水流量から低水流量換算のための比率を算出した。

同尻の流量比率により算出した大分川 St.2に おける低水流量は41,000m3/日 であり、

当該事業場からの最大排水量 (94.O m3/日 )の 100倍である 9,400m3/日 を上回るこ

とから、St.2ま でを周辺公共用水域での影響範囲とした。

当該事業場の排水日は 2箇所あり、排水口No.1(温泉排水)は水路へ、排水日No.2(浄

化槽排水)は暗渠へ放流され、それらが合流した後に、大分川へ流入する。(別 図-2参照)

調査地点は、水路 (排水日直下流)i St。 1、 影響範囲とした大分川 (水路合流後)i St.2

の 2箇所とした。

なお、排水口No.1(温泉排水)の放流先である水路は流水がないため、排水口No.2(浄

化槽排水)の放流先は暗渠のため調査不能だったことから、それらの合流後の水路 (大分

川への合流部)を、調査地点 〔水路 (排水日直下流):St.1〕 としている。
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1)流量測定結果

調査地点 測定年月 日
全流量

(Ⅲ
3/日

)

平均流量

(Ⅲ
3/日

)

St.1

水路

(排水 口直下流)

令和8年 5月 7日 360

524
442

令和8年 5月 21日

St.2

大分川

(水路合流後)

令和8年 5月 7日 30,800
33,000

令和8年 5月 21日 35,200

備考)全流量は、測定 日における平均流量

2)流量計算結果

低水流量換算に用いた同尻の流量については、調査 日の河川水位から、国土交通省より提供

して頂いた令和 6年確定 「HQ式」を用いて算出した。

HQ式とは、1年間をとおして観測された流量と、その時点の河川水位との関係 (こ れを水位

流量曲線、あるいは H―Q曲線といい、通常は2次曲線 (放物線)で表す。)を求め、これを用い

て水位から、その水位に対応する流量を求める式である。

調査地点 測定年月日
全流量

(皿
3/日

)

平均流量

(Ⅲ
3/日

)

大分川

同尻

令和8年 5月 7日 1,210,000
885 0 0 0

令和8年 5月 21日 559,000

備考)全流量は、測定 日における水位か ら、国土交通省よ り提供 して頂いた令和6年

確定HQ式 を用いて算出した流量の平均値
・R857は、9時 ～ 16時 まで閉局 していたため、閉局前後の8時 と17時 の流量の平均値 とした。

・R8.5.21は 、9時 ,12時 ,15時の流量の平均値 とした。
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3)低水流量

各地点の低水流量は、大分川の同尻における 〔低水流量/観測流量〕の比率より算出した。

その結果は以下に示すとおりである。

調査地点
流量測定結果

(m3/日 )

低水流量

(m3/日 )

St.1 水路

(つF水 日直下流)

オ
牡

刀
牡 549

St.2 大分川

(水 路合流後)

大分川

同尻

33,000

885,000

41,000

1,100,000

備考)1,100,000m3/日 :大分川 同尻 における低水流量

(2020年 ～2024年 の5ヵ 年平均値)

国土交通省  「水文水質データベース」ウェブサイトより

4)観測流量時濃度から低水流量時濃度への計算

低水流量時濃度 (mg/L)=   観測流量時濃度 (mg/L) ×
観測流量 (■

3/日
)

低水流量 (n3/日 )

調査地点 項 目
観測流量

(刊
3/日

)

観測流量時濃度

(mg/L)

低水流量

t刊
3/日

)

低水流量時濃度

(lll富/L)

St i

水路

(排水 口直下流)

BOD 442 4.4 549 3.5

COD 442 5,1 549 4.1

SS 442 3 549 2

T― N 442 3.56 549 2.87

T― P 442 0,700 549 0.564

St.2

大分川

(水 路合流後)

BOD 33,000 1 3 41,000 1 0

COD 33,000 1 9 41,000 1.5

SS 33,000 4 41,000 3

T― N 33000 115 41,000 0.93

T― P 33,000 0187 41,000 0151
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③-1 予測の手法C可,H域):観測流量時

S・ Q+(SO・ QO― S'o・ Q'0)

Q+(QO一 Q'0)
か ら将来の水質を予測すると

S'

S

Q

SO

Q0

S′ 0

Q′ 0

測定点付近で排出水 と河川水が十分に混合したと仮定したときの将来水質 (ng/L)

測定点付近の現況水質 (mg/L)

測定点付近の流量 l皿
3/日

)

新規に増大する排出水を含む当該特定事業場よりの全排出水の水質の平均値 (■
g/L)

新規に増大する排出水を含む当該特定事業場よりの全排水量 (■
3/日

)

現状での当該特定事業場よりの全排出水の水質の平均値 (ng/L)

現状での当該特定事業場よりの全排水量 l皿

3/日
)

ユlli点 名 St l 水 路 (排水 口直下流 )

S

ただし、

44 ×  442  + ( 100 ×  940 00 ×  00  )
S'(BOD)=

S'(COD)三

442  + ( 94 0

qと  ∩ ∩ n × nn  Ⅲ

5.4

8.4

6

4.69

0.823

1.3

2.0

18

00

51 ×   442   + ( 239  ×

442  + ( 94,0 00

S'(SS)= 3 ×  442 +(219× 940-0,0× 00)=
442   + (       940       -       00         )

R 5F, ×   442  + ( 10.0  × 94 00  × 0∩   〕
S'(T― N)=

442  + ( 94 0 00

0_700 ×   442   + (  14  × 94 ∩ ∩ n ×  nn  )
S'(T― P)= 442  + ( 94 0 00

地点名 St,2 大分川 (水路合流後)

lR ×  33000 + ( 100  × 94 ∩ n∩ ×  0 0  )
S'(BOD)=

S'(COD)=

33,000 + ( 940 00

19 ×  33000  + ( 239  × 94 0 nn ×  no  )
33,000 + ( 94 0 0.0

4 ×  38000  + ( 21 9  × 94 n n∩  ×  ∩ o  )
S'(SS)= 33,000 + (

4
94 0

×  940

0.0

1^15 ×  33000  + ( 100 n∩  ×  ∩ o  )
S'(T― N)= 33,000 + ( 940 00

S'(T― P)= 0,187 × 33,000+(14× 940-00× 00)
33,000 + ( 94 0

-10-
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③-2 予測の手法C可川域):低水流量時

S・ Q+(SO・ QO― S'o・ Q'0)

Q+(QO― Q'0)
か ら将来の水質を予測すると

測定点付近で排出水と河川水が十分に混合したと仮定したときの将来水質 (Ш g/L)

測定点付近の現況水質 lttg/L)

測定点付近の流量 (m3/日 )

新規に増大する排出水を含む当該特定事業場よりの全排出水の水質の平均値 lttg/L)

新規に増大する排出水を含む当該特定事業場よりの全排水量 (43/日 )

現状での当該特定事業場よりの全排出水の水質の平均値 lttgん)

現状での当該特定事業場よりの全排水量 (■
3/日

)

4.5

S

ただ し、

S'

S

Q

SO

Qo
S′ 0

Q′ o

地点名 St.1 水路 (排水 口 下 流 )

S'(BOD)= 3.5 ×  549+(100× 940-0.0× 00)三
549   + (      940       -      00        )

4 1 ×  549+(239× 94,0-0.0× 0.0) 7.0S'(COD)= 549  + ( 94 0

×  940

00

2 ×   549   + ( 219 00 ×  0_0  )
S'(SS)= 549  + ( 94.0 00

5

3

2 87 ×   549   + ( 10.0 ×   94 0 00 ×  0_0  )
S'(T―N)=

S'(T―P)=

549  + ( 94 0 00
3.91

0.686

1.6

0564   ×   549  + (  14 ×  940 00  ×  00  )
549   + ( 94 0 00

地点名 St 2 大分川

10 ×  41000  + ( 100 ×  940 00  ×  00  )
S'(BOD)三

S'(00D)=

41,000 + ( 94 0 00

1 5 ×  41000  + ( 23.9 ×  940 00 ×  0_0  )
41,000 + ( 94 0 00

3 ×  41、 000 + ( 219 ×  94_0 00 ×  00  )
S'(SS)=

S'(T―N)=

S'(T―P)=

41,000 + ( 94 0 00

0,93 ×  41.000 + ( 100 ×  94_0 0_0  ×  00  )
411000 + ( 940 00

0.95

0151 ×  41、 000 + ( 14 ×  94_0 0_0  ×  00  )
41,000 + (

-11-
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6 その他当該特定施設の設置等が環境に及ぼす影響についての事前評価に

関し参考となるべき事項

(1)将来予測を行った結果に基づく見解

今回申請を行う事業場からの排出水が、周辺公共用水域へ及ぼす影響は将来予測の結果

からみて軽微である。

確)分 析方法

分析方法は、以下に示す分析方法に準じて行つた。

【分析方法一覧表】

(3)採水方法

採水方法は JIS K 0094に準拠して行った。

佃)流 量観測方法

流量観測は、電磁流速計を使用し、「河川技術砂防基準 調査編」に準拠して行った。

脩)調 査地点

現地調査地点は、「別図 2」 に示すとおりである。

俗)採 水時刻

採水時刻は、以下に示すとおりである。

【採水時刻一覧表】

項 目 分   析   方  法

p H JIS【 0102-1 12

B O D JIS( 0102-1 18あえとバ」IS【 0102-1 21.2

C O D JIS(0102-1 17.2

S S 昭和 46年環境庁告示第 59号付表 8

大腸菌数 JIS【 0102-5 5.6.2

T N JIS に 0102-2 17 5あ亀【バJIS( 0170-3 6 3.4

T P JIS【 0102218.4.6及び JIS【 0170「47.3.5

D   O JIS【 0102-1 21 2

採水回数
令和 8年 5月 7日 令和 8年 5月 21日

1回 目 9 : 20 9 :40 ハヤ 9 :48

2回 目 12:38 12:48 12:38～ 12:46

3回 目 34 ～ 15:43 1 5 1 5 04
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申請場所

出典 :回土地理院ウェブサイ ト

別図-1 申請場所
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St.2:大分川 (水路合流後)

□
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金澪惇
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篭

駐車場
駐車場
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□

亀昂岳景
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うら左2

西本

回
月

___ I  El

浄化槽排水経路

(暗渠)

排水口No.2

(暗渠へ放流)

と狙 |湯
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境
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郷
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ら
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申請場所

温泉排水経路

(水路)
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II  I

|| Q

|◆
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(水路へ放流)

ン

池 □

● 調査地点

― 浄化槽排水経路

― 温泉排水経路 (※浄化槽排水合流前)

H公 共用水域の範囲

<凡例>

出典 :ゼンリン住宅地図サービス

別図-2 調査地点図 (排水回の位置含む)
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